
まずは自分で問題を解いてみましょう。その後、解説を読みましょう（問題の内容を学
習する学年も示しています）。
わからない時は、解決する際のポイントを参考にして再挑戦してみましょう！

２年生の
学習内容です。

【社会】①



次のように解きます。

（答）物価が上昇した

欧米諸国との貿易が始まると・・
国内では〔 ト 〕こともあり

人々の暮らしは
苦しくなった。

（前半の答）（ ホ ）生糸（ へ ）金 → １

この時代、欧米との貿易によって、人々の生活が苦しくなった要因を
公民で学んだことを関連付けて考えよう。

ポイント

生糸の大量輸出 → 品不足による供給減 → 物価上昇

金の国外流出 → 貨幣の価値が下がる → 物価上昇

結 果要 因

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【社会】①



３年生の
学習内容です。

【社会】②



次のように解きます。

（答）う → あ → い

○1960年代
高度経済成長期の
産業型公害への対応

○1990年代
地球環境問題への
対応

○2010年代
気候変動問題への
対応

環境問題への対応について、大きな流れを想起しながら考えよう。

ポイント

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【社会】②



１年生の
学習内容です。

問５
下の は、由希さんがヨーロッパ州について調べたことをまとめたもの

である。〔 〕にあてはまる内容を、資料Ⅴ、Ⅵを関連付け、「関税」の
語句を使って書け。

2004年度以降、資料Ⅳのように、東ヨーロッパの国の自動車生産台数の伸びが
著しい。その理由の一つに、企業が生産拠点を西ヨーロッパから東ヨーロッパに
移していることがある。企業が、生産拠点を東ヨーロッパに移す利点は、〔 〕
ことである。

【社会】③



次のように解きます。

フランス、ドイツなど西ヨーロッパの国々とチェコやスロバキアなど東ヨーロッ
パの国々とを比較しながら資料Ⅳ～Ⅵを読み取ろう。
（資料Ⅳから変化を、資料Ⅴ、Ⅵから変化の要因を読み取ろう。）

ポイント

（答）西ヨーロッパに比べて賃金が安く、EU加盟国の間では関税がかからない

2004年以降、東ヨーロッパの
国々の生産台数の伸びが
著しい。
（資料Ⅴ、Ⅵと結び付ける。）

東ヨーロッパの国々は
比較的賃金が安い。
（経営者は雇いやすい。）

東ヨーロッパの国々がEUに加

盟。（ＥＵ内で、関税がかからず
に貿易できる。）

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【社会】③



２年生の
学習内容です。

優真さんは，日本の七つの
地方（中国・四国地方を一つ
の地方とする。）の特色を調
べるため、略地図を作成し、
資料を集めた。略地図 ～ は、
日本の各地方を示している。
略地図資料をみて、各問に答
えよ。ただし、同じ記号は同
じ地方を示している。

Ａ G

問３
資料Ⅰのあ～おには、略地

図の ～ 地方のうち 地方
と 地方以外の地方があては
まる。 地方にあてはまるも
のを、あ～おから一つ選び、
記号を書け。

Ａ G Ａ

Ｆ
Ｅ

【社会】④



次のように解きます。

農産物の産出額と製造品出荷額等の地方別割合のうち、割合が高い地方に着目
し、それぞれの地方の特色と関連付けながら地方を特定しよう。

（答）お

□米の産出額の割合が高いあは、東北（ B ） 地方 → 東北は豊富な水を利用した米作地帯。

□畜産の産出額の割合が高いえは、九州（ G ）地方 → 九州南部に広がるシラスは稲作に
適さず畜産が盛ん。

□輸送用機械の出荷額等の割合が高いいは、中部（ Ⅾ ）地方
→ 東海は、道路、ふ頭が整備されてい

て完成した輸送用機械を輸送しやすい。

□印刷・関連製品の出荷額等の割合が高いうは、

関東（ Ⅽ）地方、次に高いおが近畿（ Ｅ ）地方 → 関東、近畿は、人口が多く、膨大な
情報も集まるため印刷業が盛ん。

ポイント

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【社会】④



３年生の
学習内容です。

【社会】⑤



次のように解きます。

（答）金融機関に集まった家計からの預金を資金として調達する

金融機関が結び付ける
（間接）

金融・・（お金を必要としているところ）と、（お金に余裕があるところ）を
結び付け、お金の貸し借りを成り立たせる役割

金融機関に預金できる家計
（お金に余裕があるところ）

生産活動等のために資金が必要
（お金を必要としているところ）

（お金を必要としているところ）と、（お金に余裕があるところ）が
どこかを考えて図Ⅲを読み取ろう。

ポイント

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【社会】⑤



【社会】⑥



次のように解きます。

（答）消費者である私たちがマイバッグを使用することでレジ袋の供給が減り、
海洋プラスチックごみを削減することが期待できる。

海洋プラスチックごみの課題解決のために、それぞれの立場でできること
とその効果をつないで考えよう。

ポイント

【小売業者】
供給していたレジ袋を減らす

「供給」が語句指定なので、小売業者がレジ袋をどうするのか考えよう。

【消費者】
マイバッグを使用する

【期待できる効果】
海洋プラスチックごみが減る

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【社会】⑥


